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（単位：億円）
売上高 経常利益

（単位：億円）

1955年
個人商店
「小島電気商会」
として創業

1991年6月
太陽マークを商標登録

1993年1月
商号を株式会社
コジマに変更

1998年9月
東証一部
上場

2008年
全都道府県に
出店 2012年5月

ビックカメラとの
資本業務提携
2012年8月
8月期決算へ変更

1998年～2001年
売上高日本一達成

1989年10月
100店舗となる

1963年
株式会社小島電機を
設立し多店舗展開を
開始

1996年9月
東証二部上場

2001年9月
各地に物流センター
を順次開設

2013年6月
2社連名の看板
コジマ×ビックカメラ
小倉店を開店

2005年4月
創業50周年

2016年5月
2社連名の看板
コジマ×ビックカメラ店が
100店舗となる

2019年4月
コジマ×ビックカメラ 
新座店にお酒の売場を導入

くらし応援へと
邁進する

コジマの歴史を
グラフデータと合わせて

見てみよう。

創業時よりお客様のニーズに応え、宇都宮でも秋葉原に負け
ない品揃えと安さを追求。ご家庭に太陽のように明るさと暖か
さをお届けすることを目指して、ユーザーのニーズを汲み取った
商品やサービスを提供し、ロードサイドに積極的な店舗展開を
行った。

各地区への物流センターの設置や自動発注システム
の稼働、全国出店の達成、コジマお客様カードの発行
等を行うが業績は伸び悩む。家電エコポイント制度や
アナログ停波による買い替え特需があったが、リーマ
ンショックの影響が大きく利益水準が低迷。2012年5
月に株式会社ビックカメラと資本業務提携契約を締
結。店舗のスクラップアンドビルドに着手。

ビックカメラの専門性や取扱商品の強みを活かした新たな商品カテゴリを導入
し、コジマならではの提案販売を強化。静岡市や栃木県との包括連携協定の締
結など地域密着の取り組みを推進し、従業員がいきいきと働ける環境を実現す
るために健康経営に取り組むなど、社会的な責任を重視した「くらし応援」企業
として更なる発展を目指す。

創業から店舗・売上を
伸ばした発展期1955年～

利益水準低迷
ビックカメラとの
資本業務提携契約
を締結2002年～ グループのシナジー効果を最大限に活用

「くらし応援」に向けて邁進2013年～

2020年6月
銀行保証付私募債
「新型コロナ対策福島応援債」を発行
2020年8月
栃木県と包括連携協定を締結

売上高 経常利益

復活期発展期 低迷期

コジマは、「お客様のくらしを『より快適に』『より便利に』『より楽しく』します。くらし応援コジマ」の企業理念のもと
に、地域の皆様から愛され続けるコジマを目指し、活動を続けてきました。2022年4月にコジマのSDGs宣言を公
表し、これからも地域の皆様や環境・社会に貢献することで、継続した成長を目指していきます。

価値創造の歴史

価値創造のあゆみ ～挑戦し続けるコジマ～
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